
日本赤十字九州国際看護大学/Japanese Red

Cross Kyushu International College of

Nursing

Disaster management and community resilience
in a remote island : a case of Genkaijima Island
suffered from Fukuoka Seiho-oki Earthquake

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2022-07-21

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: OGAWA, Satomi

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://jrckicn.repo.nii.ac.jp/records/868URL
著作権は日本災害看護学会に帰属する。引用転載にあ
たっては学会の許諾を得ること。



Journal of Japan Society of Disaster Nursing Vol.22, No.3, pp63-74, 2021

報 告

災害マネジメン トに活かす島しょのコミュニティレジリエンス

の創出:福 岡県西方沖地震で被災した玄界島の事例より

Disaster management and community resilience in a remote island- a case of 

    Genkaijima Island suffered from Fukuoka Seiho-oki Earthquake

小 川 里 美1)
Satomi Ogawa

キーワー ド:福 岡西方沖地震、玄界島、コミュニティレジリンス
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Abstract

 This study aims to explore the community resilience in Genkaijima Island examining the four phases 

such as before the Fukuoka Seiho-oki Earthquake occurred in March 2005, at the time of disaster, during 

the evacuation and returning, and after returning to the island. 

 It is analyzed multidirectionally the recovery process of the earthquake by the literature on 

Genkaijima Island, interviews and district surveys. 

 Before the earthquake, community resilience was developed by coping with various disasters and 

crises. 

 When the earthquake hit the island, people could escape to some safety places and then they were 

evacuated to Fukuoka city, which was the result of the regular disaster drills. 

 The leadership of the president of the fishermen's cooperative association and the one of both 
 "H

achikenkamado" and  "Moyai" cultivated by the community cooperation were shown from the time of 

all houses refuge to the time of returning to the island. 

 Community resilience in Genkaijima Island has been declining in recent years, because people were 

relieved from difficulties in shelters, and then they gradually began to forget their disaster experience 

after returning to the island. 

 It is emphasized that common interest and cooperation in community lead community identity and it 

forms the basis of community resilience in disaster cycle.

1)日本赤十字九州国際看護大学
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要 約

目的:2005年3月 に発生 した福岡県西方沖地震で甚大 な被害を出 した玄界島の復興過程 を分析

し、災害以前、発災時、避難から帰島、帰島後のコミュニティ･レ ジリエ ンスを抽出する。

方法:事 例研究。

結果:災 害以前は、様々な災害や危機へのコミュニティとしての対処によってコミュニティ･

レジリエンスの潜在能力を高めていた。発災時は日常の防災訓練が生かされ、全員が発災まで

に形成されていた災害に対処する能力 を発揮 し避難できた。全戸避難か ら住宅再建･帰 島まで

は、漁協組合長の強力なリーダーシップや 「八軒竃」、 もやいで培われた共同性が発揮 された。

住宅再建･全 戸帰島後は、住宅再建.帰 島によって「ひと段落」「一休み」という気分があり、「(災

害体験)の 風化」が生 じ、コミュニティレジリエ ンスは低下 している。

結論:災 害サイクルのすべての時期 においてコミュニティ･レ ジリエンスの基盤 となるのは、

コミュニティ成員の共同性 と共通の関心-コ ミュニティ･ア イデンティティである。

1.は じめに

レジリエンスは様々な学術分野で発展 して

きた概念である。災害、特に防災分野におい

ては、2005年国連防災世界会議で採択された

「兵庫行動枠組 み」(HFA:Hyogo　 Frame　for

Action)に 明記 されたことで、世界の防災や

災害復興 を考 えるうえでのキィ概念 と位置

付けられるようになり(今 井良広他,2015)、

災害に対するレジ リエ ンス(災 害への抵抗

力、災害か らの回復力)を 改善 し、災害に強

い国･地 域の構築に向けた具体的な取 り組み

が提示 された。2011年3月11日 に発生 した東

日本大震災では、科学的に被害を予測 し、技

術的に予防する従来の 「防災」アプローチの

限界が露呈 し(林 春男,2016)、 災害後の復

元力や回復力 を包含 した防災力(生 田英輔

他,2016)を 検討 し、危機 に際 しどのように

対応、回復 し、システム全体の存続 を図って

い くのか(今 井,前 掲)、 国家 レベルはもと

より地域 コミュニティにおける災害対応のあ

り方、コミュニティの内在的、潜在的な力を

引 き出し、コミュニティの有する力の活用が

問われている。

2005年 に発生 した福 岡県西方沖地震では、

福 岡市玄界島に被害が集中した。80%以 上の

家屋 に被害が出たにもかかわらず、住民が協

力 して要支援者 に配慮 しながら迅速 な避難と

2次 災害防止のための行動を起 こし、発災か

ら3週 間後には住民主体、官民協力 しての復

興計画の策定を始めた。わずか3年 間で帰島

にいたったこの事例は、自助･共 助が有効 に

機 能 したグッ ド･プ ラクティスの例 といえ

る。地震 という未曽有の事態に住民が協力 し

て対応できたことをコミュニティ.レ ジリエ

ンスと考えるならば、これを可能にしたのは、

玄界島の厳 しい自然環境 と生業 をもとに した

住民の知の蓄積があると推察 される。

本研究は、2005年3月 に発生 した福 岡県西

方沖地震で被災 した玄界島の復興経験 を多角

的に分析 し、玄界島における被災以前、発災
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時、住宅再建･全 戸帰島まで、住宅再建.帰

島後の各期のコミュニティ･レ ジリエンスの

創出を試みるものである。

2.研 究方法

1)研 究デザイン

事例研究。玄界島で福 岡西方沖地震および

復興過程 を体験 した当事者の語 りおよび文献

からコミュニティ･レ ジリエンスの文脈で分

析するため、事例研究とした。

2)用 語の定義

(1)コ ミュニティ･レ ジ リエンス

地域 コミュニティが直面する自然災害を含

む多様なリスクに対 して、地域の資源 を活用

し構成主体が連携 して対応する対応力や復旧

力(生 田,前 掲)、 地域防災力 と同義とみて

コミュニティの有するソフ トパワーを活用す

ること(今 井,前 掲)、再定住地における 「居

住機能の回復」(前 田昌弘,2016)、 大 きな災

厄 を経験 した社会にとってそこから回復する

ということは、以前の状態の単なる復元では

ありえず、新 しい条件 を受け入れ、そのなか

で生 き続けること(川 喜多他,2016)な ど、

コミュニティ.レ ジエンスの定義は研究者に

より様々である。本研究では先行研究や文献

を参考にし、以下のように定義する。

「住民が コミュニティで生 き抜 くために自

らが築 き上げ共通認識してきた規律やルール

としての暗黙知が、災害などに揺 らぎなが ら

も住民の協力 と対応で、 コミュニティを回

復･再 生 させてい く過程やその力。」

(2)コ ミュニティ･レ ジリエンスの暗黙知

コミュニティで生 き抜 くために、自然環境、

歴史、文化、生活の中から住民 自らが築 き上

げ共通認識はされているが、言語化されてい

ない知識。

(3)コ ミュニティ･レ ジリエンスの形式知

コミュニティ･レ ジリエンスの暗黙知を言

語化 して共有できる知識としたもの。

3)研 究対象およびデータ収集方法

2016年10月 ～2018年12月 の期 間にお いて、

自治会役員(3名70～80歳 代)、婦人会役員(3

名60～70歳 代)、 漁協役員(3名60～70歳 代)、

学校関係者(元 小中学校教員:3名60歳 代)、

青年 層男 子(漁 師、 自営業:3名20歳 代)、

壮年層男女(漁 師、パー ト従業員:4名50～

70歳代)の16名 を対象 とし、聞 き取 り調査 を

行った。インタビューガイ ドにもとづき被災

以前の島での生活、発災当日の様子 と避難行

動(ど こに、どのように)、 避難所での生活

(行政の対応、生活上の問題や不安等)、 復興

計画(自 分の思い、島外で生活するという選

択肢、意思決定プロセス等)、 帰島後か ら現

在までの生活について、半構造化面接を実施

した。また、玄界島に関する文献調査を行っ

た。

4)分 析方法

玄界島の災害経験 を①発災以前、②発災

時、③全戸避難か ら住宅再建･全 戸帰島ま

で、④住宅再建･全 戸帰島後の4期 に分け、

文献･資 料および島民の語 りを収集 し、各期

のコミュニティ･レ ジリエ ンスに着 目する。

島民の語 りおよび文献の解釈や結果について

は研究者間で意見交換を行い、妥当性の確保

に努めた。

5)倫 理的配慮

研究協力者には、研究の主旨、遵守すべ き

義務 と協力者の権利、プライバシーの保護、
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研究参加への自由意思、 どの段階で も研究参

加を中止できること、匿名性の保持、研究結

果の公表などを文書および口頭で説明し、文

書で同意を得た。

なお、調査は日本赤十字九州国際看護大学

研究倫理審査委員会の承認を得て実施 した

(承認番号15-003)。

3.結 果

対象者 の語 りにおいて コミュニテ ィ.レ ジ

リエ ンス に関 わ る部 分 は斜体 で、 コ ミュニ

テ ィ･レ ジエ ンスの定義 にもとづいた研 究者

の解釈 をその前 後 に記載 してい る。

1)被 災以 前のコ ミュニティ･レ ジ リエンス

に関する聞き取 り結果

離島ゆえ、住 民 は 「い ざ」 とい う場合 に 自

分たちで対応 で きるように、普段 か ら組織 を

つ くり、 自主的 に活動 していた。

離 島 い うことで、警察 署 もない、警察 も

いな い、消防署 もないい うことですね。特

に災 害が起 こった ときには、 もう自分 た ち

の、 この島民 のお互 いのこの個人 の助 け合

いに よらなけれ ば、 この防災 が防げ ないい

うことがあ りま しでね。(漁 協役員D氏)

地元 の水 上 消 防 団 があ る ん です よ。 消

防団 は、年齢 が30歳 、男 性 ですね、30歳 か

ら50歳 までの その働 き盛 りの方 が30名 、30

名 中2名 が女 性隊員 の方 が混 じってお りま

す。(中 略)こ の消防団員 、 いざ、火災 と

い うと きに は、 消火 に当 た るわ け です け

ど、(中 略)0Bの 方 が、経 験者 が いる い う

ことは、やっぱ り強み になるんですね。(漁

協役員D氏)

離島 での災 害 は、 まず、火 災 の対応 であ

る。助 け を求め で も時間がかか るため、 身

分た ちで対処 できな くてはな らない。 その

た め、定期 的(月1回)に 訓練 を実施 して

いる。 女 性消防 団 は昭和46年 発足 したが、

戦 前か らその仕組 みはあ った。30歳 ～40歳

までは消防 団員 と して10年 間活動 する。島

にいる女 性の年齢 はわか っ ているた め、自

動 的 に入 団が 決 まる。(婦 入 会役員H･I

氏)

また、女性 自衛消 防団では災 害時に直面 す

る様 々 な危 機 を想 定 した訓 練 も行 わ れ てい

た。

女 性消防 の隊長 を持 っ とる ときはす ご く

人 数 が多 か った ん で す け ど、私 は 毎月 毎

月 、違 うこと してま した もん、訓練 が。あ

る 日、突然 、お宮 で火事 があ って、お宮の

階段 をですね、放水 訓練 、しよった(中 略)

｢お 宮の階段 をダ ッシュ で上 が る っ て考 え

られん｣と か って怒 られ ま した もんね。 で

もね、実際火 事になった らね、上 か ら塩水

上 げな いかん で しょう。(婦 入 会役員G氏)

さらに、小 中学生 も少年 少女消 防(防 火)

クラブで防火･防 災に対 する知 識 を身 につけ

ていた。

中学生 、 中学生 の少 年少女 防火 ク ラブが

あ りま して、や っぱ り教 育の一環 と してで

すね、島の こ ういった実 情 に合わせ で、防

火 に対 する、防災 に対 する知 識 を身 に付 け

よ うい うことであ ります。 さらには、小 学

生 が ですね、毎 日、夕方 に な りますと(中

略)有 線放 送 のマイク でですね、防火 の呼

び掛 け を365日 行 って います。 や っぱ りも
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う小 さいときか ら、 自分 た ちの島は自分た

ちで守ろ うい うその教 えが ですね、 もう小

さいときか らされ て、それが常に皆 さんの

日常生 活 にお いて も、危 機意識 を持 っ、持

てる、そ ういった状況 になってるん ですね。

(漁協役員D氏)

1971(昭 和49)年 、玄界 中学校 で少年 消

防ク ラブが結 成 された。島民の男 性は漁 に

出 ること も有 り、成人男 性以外 の防災組織

が漁業 に関 わるこ とが多 い島 では不 可欠 で

ある。(中 略)玄 界BGFC(少 年･少 女消防

ク ラブ)は1978年 全団表彰、現在、ダ ンボー

ル生 活、AED学 習 を取 り入 れ るな ど改 善

し、継続 、発展 させ てき ている。(小 学 校

教員J氏)

2)被 災以前のコミュニティ･レ ジリエンス

に関する文献･資 料調査結果

『筑前国続風土記』 には、戦 国時代(1558

年～1570年)に 野島の海賊に襲われ全 島民

が避難、40年 後に帰島し、「村里」を再建 し

たことが記述 されている。『玄界小学校創立

百周年記念誌』にはこの歴史的事件が 「玄界

島ものがた り」 として収録 されている。『玄

界島-離 島調査第十部-』 には、帰島後に再

建 された 「小鷹明神」の 「神座」(全国的は 「宮

座」と称 される)が 「八軒竈」 と呼ばれる草

分けの8戸 が1年 交代で 「座元」を務め、特

権 的な地位 を維持 したことが記述 されてい

る。また、青年会が水難救護組 として発足

し、その後、三つの組織①消防団(26歳 から

31歳 までの男子)、 ②水難救助組(17歳 か ら

25歳 までの男子)、 ③女子青年団(17歳 か ら

21歳までの未婚の女子)に 分かれたことも記

述 されている。『離島診断報告書-小 呂島･

玄界島-』 には、沿岸漁業の不振による経済

危機に対 して全島で博多からの購入品等に島

独 自の経済統制(菓 子類の移入禁止、月3日

間の禁酒･禁 煙、等)を 行って対処 した、漁

協 の放漫経営 による倒産危機 に対 して組合

員が共同出資す ることで再建 したことが記

述 されている。『玄界小学校創立百周年記念

誌』には、小学校の校舎･校 地が120年 間で

台風3回 、豪雨2回 、がけ崩れ1回 、計6回 、

20年 に1回 の頻度で自然災害 を受けてお り、

1916年の校舎裏がけ崩れに対 しては島民の寄

付 によって校舎移転 したことが記述されてい

る。『福 岡市漁村史』には、玄界島漁協の歴

代組合長が3代 目以降は理事経験者から就任

していることを示唆するリス トが公表されて

いる。

3)発 災直時のコミュニティ･レ ジリエンス

に関する聞き取り結果

発災時、男性の大半は漁に出ていた。島に

残っていた住民は島内の安全な場所 に一次避

難 した。高齢者の避難支援や二次災害の防止

行動へ冷静に対応 していたのは小中学生 らで

あった。これらの行動は日頃の訓練が生かさ

れたものであった。

福岡西方沖地震の発災時には自宅で寝で

いたが、少年少女消防ク ラブBGFC(Boys

and　Girls　Firefighters　C1ub)で 学んだことを

思い出しで行動 した。す ぐに、自宅 リビン

グに行 き、祖母と母の無事を確認 し、ガス

の元栓 とブレーカーを閉め、扉 を開け、外

へ逃げた。そ して、島の上の方の場所に親

戚がいたため、安否確認をし、避難場所に

いった。地震前、避難場所は決まっていな
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か ったの で、 自分 で安全 な場所 を思 う箇所

に行 っていた。(青 年男 子N氏)

や っぱ り強 い、島民 というのはつなが り

が、絆 があ って、避難 する ときも｢一 緒 に

行 こ うね」 とか ですね、地震 の ときもです

ね、(中 略)地 震 が治 まっで、 出 て、避難

して、その中で、こう見 よってですね、｢あ 、

○○ さん、お らん。 何 とか さんがお らん」

言 うた ら、若 い入 は｢あ 、な ら、私が ばあ

ちゃん ば呼 びに行 こ う」 とか ですね、 仲

略)当 時、700名 です け ど、顔 はわか る ん

ですよ。顔 と、動 きが。 …顔が見 える強 さ

は、 やっぱ りこの避難 にお ける、島民 って

い うのの強 さなんです。 こ ういった災 害 の

ときにはですね、発揮 できますね。炊 き出

しの とき とか、 いろ いろ な部分 でですね。

やっぱ りこ こは、皆 さん 言っ てるよ うに、

日ごろの、 ちょっと した イベ ン 卜なんか に

は、 やっぱ り極力 、努め て参加 した りする

ことは、実際、 何か あ った ときの、 うん、

この手 の防災 力 の力 強 さにつ なが ります

よ。(漁 協役員D氏)

島の惨状 を一刻 も早 く消防署 に連絡 しよ

うに も電話 がつなが らな い。 消防団格納庫

に防災無線 があ るの を想 い出 した。2年 前

まで消防団員 と しで活動 していたので、 そ

のか いあ ってか、やっとの思 いで消防署 に

連絡が通 じた ときには、 これ でこの島 が

救 われ る とい う強 い思 いが した。(漁 協役

員D氏)

4)全 戸避 難か ら住宅再建･全 戸帰 島までの

コミュニテ ィ･レ ジ リエンスに関する聞き

取 りおよび文 献･資 料調査結果

震災 当 日、甚 大 な被 害 にもかかわ らず 、迅

速 な安否確 認、負傷者救 出がな され、全 島避

難が 自主 的に行 うことが で きたのには、漁協

組合 長の リーダーシ ップが あった。福 岡市や

警察 、自衛 隊 と協議･連 携 し全 島避難 を決定、

発災 か ら数 時間でそれを成 し遂 げた。避難先

は福 岡市九電記念体育館(九 電体育館)と な

り、40日 間滞在す るこ とになった。

漁協 の方が なん といいますか、対外 的に

強 いん ですね。漁協 の方が 自治会 よ りも力

を持 って いる。(中 略)島 民 のほ とん どの

人 を網羅 しで いる漁業組 合 の組 合長 さん

が、実質的 には、 いろん なことがある とき

には、 リーダ ー的 にっ てい うことですね。

(漁協役員D氏)

九 電体 育館 での避難 生 活 は、 プ ライバ

シーよ りも全員 が同 じところ で生活 で きた

ことが大 切 であ った。組 で役割分担 を し、

助 け合 っで生 活 した。生活 に不 自由 なこと

はな く、本 当によ くしで もらい、人 の有難

さを実感 した。(婦 人会役員H･I氏)

結局 、玄界島 は小規 漠 であ った こと、全

員が同 じところに避難 を していたの で、 ひ

とつの家族 のよ うになって話 し合 うことが

で きた。(婦 人会役員H･I氏)

復興を推進する自主的な組織 として 「玄界

島復興対策委員会(以 下復興委員会)」 が発

足 し、当時の漁協組合長は委員長(会 長)に

就任 した。委員会のメンバーは立候補ではな

く島民総会で漁協や自治会の役員を中心に選

挙 によって選出された。復興委員会の事務局

は福岡市漁協協同組合玄界島支所内に置かれ

た。島民や島内の各種団体の意見を集約する

ために、復興委員会の下部組織として 「復興
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協議委員会」が設置された。島民総会は各世

帯から1名 以上出席するように し、島民主体

で復興計画への要望を出 した。島の代表であ

る復興委員は行政と意見をす り合わせるなど

連携を徹底 した。個々の事情により復興計画

に不満 を抱 き反対する島民には、何度 も通う

などして説得 し、より親身になれる島民で対

応 し合意を得 るようにした。また、島民総会

や復興員会の決定事項、今後のスケジュール、

島の様子等 を周知できるよう 「玄界島復興だ

より」の発行 も行 った。

復興委員会 は2005年5月7日 ～2008年3月

25日 まで計68回 開催 され(高 橋,2016)、 復

興 に関する協議 を迅速かつ機動的に実施 し、

3年 で全戸帰島を果たした。

5)住 宅再建･全 戸帰島後の生活再建･島 づ

くりのコミュニティレジリエンスに関する

聞き取 り結果

復興委員会においても帰島後の復興計画 を

協議したが、住宅再建 を優先 したので計画に

具体性が な く、帰島後 に代 わる組織 として

「島づ くり推進協議会」 を立ち上げた ものの

人材確保が難 しく、解散することになった。

その背景 には(被 災体験の)「 風化」 と(復

興での)「 一服感」がある。

この島つ くりにしても、復興委員会につ

いて も、(中 略)第2土 曜、第4土 曜 をで

すね、決めて開催 していったんですよ。で、

開催するときには、その方には もう仕事を

休んでもらって、やっぱ、それがネックに

なっで、｢き つい」 になるんですよね。(漁

協役員D氏)

復興後の生活の落 ち着 きといいますか、

自分のうちに入 って、住んで、で、仕事 も

元 の ように され て、で、そ う しよった ら、｢あ

あ、 もうやれやれ、落 ち着 いたな」 いう感

じでですね、｢ま あ、た ば こで も一服 しよ

うか」 いうよ うな感覚 みた いにな ってです

ね。(漁 協役員D氏)

協議会 の役員 も2年 交代 のため島づ くりの

意識が 薄れ、 島民 も漁業優先 で島づ くりに協

力 しな くな ったので、復興計画全体 の30%は

帰 島 後の振 興 策 を盛 り込 ん でお くべ きで あ

る。 また、「島づ く り」 につい て、 女性や 若

者 らの意見 は反 映 されなかった。

復興 のメニューにね、玄界島 の振興 をね、

30%、100と した ら、30%の 部分 で、 こ う

枠 を取 って もらって、復興 の3年 後 の玄界

島 の振興、過疎化 せん ように振興 をこう し

ます、 こ うするん ですよ、 い うことをね、

しっか り盛 り込 ん で、30%ぐ らい ですね。

(漁協役員D氏)

ワーク ショップには(当 時は)参 加 でき

なか ったが 、話 し合 いだけ で終 わ り、実行

できていな い。男 と女 の 目線 は異 なるが、

女 の意見 は受け入 れ られ ていな い部分 があ

る。 区団整理 の時に、市か ら借地 してで も

共 同 の作業 場 をつ くるべ き であ った。(婦

入会役員G氏)

島 でできる仕 事が必要 である。今考 え て

いるのは、年金暮 ら しを しているお年寄 り

の人 の働 く場所 をつ くる こと。何 か新 しい

ことを しよ うとする と、 いつ も反対 するの

が この年代 の人 た ちである。だけ ど、実際

に働 いてみ てお金 が入 る ようになれば意識

る変 わる と思 う。(中 略)で も、 なか なか

動 かな い。(壮 年女 子Q氏)
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下の人た ちが やることの邪魔 を しな いっ

てことですね。民主 主義 は多数決 で選 ぶ っ

てい うか。 これが、や っか いなん です よ。

多数 派が勝 つか ら。若 手少数 なん で。負 け

る じゃな いですか。 そ こが ちょっと困 りま

すねえ。(青 壮 年M氏)

小学校 では防災学習 を総合的 カ リキュラム

として位置づ けている。そ のね らい は、小学

生 の活動が大人 に勇気 を与 え、 コミュニ ティ

形成の きっか け とな り、小学生 による震災体

験の聞 き取 りが 島民 にコ ミュニ ティを気 づか

せ、 さらに専 門家やボ ランテ ィアと協働 す る

ことに よって コミュニテ ィを活性化 で きる こ

とである。

小学校 における防災学 習は継続 して体系

的 に実施 され ている。危機管理意識 も含め、

学校 全体 で実施 するには校長･職 員 の共通

理解 が不 可欠 である。避難 訓練 や総 合的 な

学習の時間だ けでな く、 すべ ての教科 等 に

関わる総 合的カ リキュ ラム の充実･実 践 が

有効 であ り、行 な われ ている。(小 学校教

員J氏)

防災 キ ャンプや震災 の日である毎年 の3

月20日 の防災 訓練 によっで、 コ ミュニテ ィ

活動･絆 つ くりが進 め られ ている。防災学

習にお いては リーダーの意欲 と力量、 コー

ディネー 卜力 が必要 であ る。 子ど もの活動

が大 人 に勇気 を与 え、 コ ミュニティ形成 の

きっか けとなる。(小 学校 教員J氏)

消防ク ラブ活動 を学校 の授業 にお いて総

合的 な学 習の時間 に位置づけ、福 岡市、消

防署 、防災 協会、 日赤 等 と連携･協 働 しな

が ら充実 させ てきている。 体験学 習のため

の ワーク シー トを使 うな ど、子 どもた ち自

身 が考 える活動 の取 り入 れが コミュニ ティ

づ くりに もつなが り、常に防災 を考 え、災

害後 の事態 を現実的 に想像 で き、 子 どもだ

け ではな く関係 する大人 の地域意識 に も影

響 を与 えでいる。(小 学校 教員J氏)

子 どもた ちからの島民へ の震災 体験等 の

間 き取 りに基 づ く記録 化 によっで、 コ ミュ

ニ ティの気 づき も生 じている。専門家やボ

ラ ンティ アの活動 を見 、協働 す るこ とで、

コミュニ ティが活性化 させ られる、教 育分

野 だけ でな く福祉 も含め て島全 体 での多様

な共 同体験 へ とつなが ってい くことが大 切

である。(小 学校教員J氏)

4.考 察

1)玄 界島のコミュニティ･ア イデンテ ィ

ティ

『筑前国続風土記』に記載されているよう

に、玄界島海賊の襲撃や戦乱によって全島民

が島を離れ、その後帰島したという歴史的経

験が高齢者から語 り継がれている。語 りの内

容は 『玄界小学校創立百周年記念誌』にも記

載 されてお り小中学生の目に触れる機会があ

る。島民には戦乱などにより島を離れても島

を維持 してきたという 「島の遺伝子」が受け

継がれているといえる。それが、今回の福 岡

県西方沖地震における住宅再建･全 戸帰島に

影響 した と考えられる。

もう一つは、漁業不況に見舞われ、漁協が

倒産の危機 に瀕 した際には島独 自の統制や経

済再建要綱 を作成 し対処 したことである。

さらには、島内の火事に対 して島民だけで

消火にあたった経験である。約20年前に島の
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中腹か ら発生 した山火事 に対 しては、放水

ホース26本 をつないだ女性消防クラブの活躍

によって、島内だけで鎮火 している。時期、

詳細は不明であるが、 この山火事以前にも、

島内全戸の1/3～1/2に 及ぶ家屋 の焼失 を

経験 してお り、この経験が少年少女、青壮年

男子、青壮年女子の各階層で消防組織 をつ く

る契機 となったと言われている。

 以上、戦乱、経済的、大火災の危機を乗 り

越えてきた経験 はコミュニティ･ア イデン

ティティを形成 し、それがコミュニティ･レ

ジリエ ンスの暗黙知の中核を成 していると考

えられる。

2)住 宅再建か ら見た玄界島の復興過程

 被災前の全島民「もやい」による住宅解体･

新築の経験の蓄積 と、緊急時における強力な

リーダーシップの確立(選 挙による委員の選

出)に よって、3年 間での住宅再建、全戸帰

島を成 し遂げたと考えられる。

 島内の家屋の解体 と新築における資材運搬

は、 トラックの通行できる道路が未整備(家

屋が密集 しているため 「雁木段」 と呼ばれる

階段 しかなかった)で あった被災以前におい

ては、全島民の共同作業 「もやい」によって

行 なわれてきた(被 災前、何年前かは未確

認)。 雁木段 を上 り下 りし、人力で運搬する

という経験は、住宅を個人で再建するのでは

なく、公的資金を活用 して新築する、という

意思決定に影響 していると考える。

 住宅再建計画の策定 と実行において、復興

委員会 を選挙で選んだことが緊急時における

強力なリーダーシップを確立するうえで重要

であったといえる。選出方法を島民集会で討

議 し、最重要の意思決定とその執行 に責任 を

持てる、信頼できる人材 を選んだことが、3

年間で住宅再建･全 戸帰島を実現 した最大要

因であり、コミュニティ･レ ジリエンスの暗

黙知であると考 えられる。

3)発 災時におけるコミュニティ･レ ジリエ

 ンスの暗黙知

 各世代(小 中学生、青壮年男子、青壮年女

子)に おいて日常的、継続的な訓練 によって

形成 されてきた防災･避 難行動は、中学生に

よる被災直後 における逃 げ遅れた島民 の発

見･救 出とガス閉栓の確認行動へと、コミュ

ニティ･レ ジリエンスを発揮 している。

 被災当時は中学生だった青年の寄稿 による

「子 どもたちの文集」 には、まず家族全員の

安全 と避難を確認 したうえで、同級生の安全

を確認する行動や揺れが収まってから 「救急

セット」を携帯 して避難する行動などが記述

されている。また、帰島後の防災訓練 も中学

生が中心メンバーとなって活躍 し、訓練プロ

グラムも小 中学校が作成 している。

 小 中学生における日常的、継続的防災教育

の成果は今回の地震において遺憾 なく発揮さ

れていると考える。被災時の防災･避 難行動

を家族単位でみた場合、中学生のいる家庭で

は壮年女性 よりも中学生が高齢者の避難やガ

ス閉栓、親戚の安全確認などに活躍 している。

これは、防災教育がマニュアル学習ではな

く、防災キャンプなど、緊急時の自己決定行

動を考えさせる学習が行なわれている成果で

あると考える。

 帰島後の防災訓練において、訓練のシナリ

オの原案が小学校で検討 された り、当日の指

揮 を少年少女クラブの隊長がとるなどの事実

は、小中学生の防災力がコミュニティ･レ ジ
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リエンス となることを示 してお り、この暗黙

知を家族、コミュニティで共有するとともに、

言語化 してい くことが課題である。

4)住 宅再建･全 戸帰島におけるコミュニ

ティ･レ ジ リエンスの形式知

玄界島における住宅再建･全 戸帰島までの

緊急時のコミュニティ･レ ジリエンスは、①

島の歴史的経験(伝 説 を含 む)を 言語化 し、

共有することによってコミュニティ･ア イデ

ンティティを高めてお くこと、②小 中学生の

防災学習によって培われた防災力を家族、コ

ミュニティで共有すること、③緊急時に強力

なリーダーシップを確立する方法を決定 して

お くこと、として言語化できると考える。

以上のことか ら、玄界島のコミュニティ･

レジリエンスは、地域班(近 隣関係)や 「八

軒竈」、もやいで培われた共同性、漁協組合

や 自治会組織 とその活動(自 衛消防団など)

が重層を成 し、た とえどこかに亀裂が入 り機

能が果たせ な くても、重層構造がそれをカ

バー し修復 しようとする柔軟な機能をもつと

考 えられ る(図1)。

5.結 論

【被 災前 の コ ミュニテ ィ･レ ジ リエ ンス】

災 害 や 危 機 の対 処 に よ っ て、 コ ミ ュ ニ

テ ィ･レ ジ リエ ンス の潜在 能力 を高 め てい

た。 また、「八軒竃」や 「もやい」 を通 じて、

コミュニテ ィの共同性 が維 持･強 化 されてい

た。漁協組合 長が コミュコミュニテ ィの リー

ダー と してその力 を発揮 で きる よう人材 を育

成す る体 制があ った。

【発 災時の コミュニテ ィ･レ ジ リエ ンス】

発災 まで に形成 されていた災害へ の対処 能

力 を発揮 し、避難する ことが で きた。 その際、

防災 訓練 を積 み重 ねて きた中学生が重要 な役

割 を果 た して いた。漁協 組合 長 の リー ダー

シ ップが発 揮 され、迅速 な意思決定 の もと、

全戸 島外避難 が行 われた。

【全 戸避難 か ら住 宅再建･全 戸 帰 島までの コ

ミュニテ ィ.レ ジ リエ ンス】

復興委員会 において、漁協組合長 は委員長

図1玄 界島の コミュニテ ィ･レ ジ リエ ンス
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として強力 なリーダーシップを発揮 し島民の

意見 をまとめ、行政 と交渉で きた。住宅再

建･全 戸帰島の計画の意思決定には、「八軒

竃」や 「もやい」で培われた共同性が発揮 さ

れた。一方で島民総会では、男性世帯主が中

心となり住宅再建を優先 したため、帰島後の

生活再建･島 づ くりの計画は十分討議できな

かつた。

【住宅再建･全 戸帰島後の生活再建･島 づ く

りとコミュニティ･レ ジリエンスの将来】

少年少女防火クラブは防災キャンプなど、

新 しい防災訓練に取 り組み、個々人 としても

集団としても防災力を高めている。女性消防

団は月1回 の防災訓練を継続 し、壮年女性層

は島づ くりへの新たな取 り組みを初めてお

り、個･集 団としての防災力 を維持 してい

る。 しかしなが ら、島づ くりのイベ ントの廃

止や協議会の解散 により、震災当時 と比べる

とコミュニティ･レ ジリエンスは低下 してい

る。

6.研 究 の限界 と今後 の展望

本研 究は玄界 島の コミュニテ ィ･レ ジ リエ

ンスの事例 であ り、すべ ての島 しょに当ては

める ことはで きない。 しか し、地域 防災計画

において被 災時の意思決定 に関す るリー ダー

シップの検 討 につ いては示 唆 を得 る もの と考

える。 また、災害サ イクルすべ ての時期 にお

いて コミュニ ティ･レ ジリエ ンスの基盤 とな

るの はコミュニティの共 同性 と共通の関心-

コミュニ ティ･ア イデンティティであ る。今

後 は玄界 島で得 た知 見 を他 の 島 しょに応 用

し、 さ らなる調査 を行 う。
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